




要約:保育園予備調査で育児や親子関係に問題のあるハイリスク家族に対し保育園の指導

で改善が認められ、虐待前の段階で予防効果が期待できる事が示された。大阪府下の保健

所で虐待前のハイリスクは出生手当り3.2 以上と推定された。和歌山県で総合的な予防活

動を開始し、聖マリア病院の救急外来で虐待ハイリスク対応のシステム化を開始した。精

神科に紹介された親の障害で性格障害が 1/3 を占め、早期の予防対応の研究が必要とされ

た。望まぬ妊娠に対し親の対児感情の測定を開始した。


